



























































































































































































































































































































○ ○ ○ ○
新編裁縫教科書（上、中、下）　　明治44．11 ○







中等被服（一、二）　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　．→ 昭和19，3 ○ ○
中等被服（一、二、三）　　　　旧召和21．4　　　　　　　　　　　　　　　斗 ○ ○ ○
　　　　　　　　　　　　　　　’中学職業・家庭科（1、2、＿竺⊥ 昭和28年度用斗 ○ ○ 着方
中学家庭（1、2、3）　　　　　1昭和28，7 ○ ○ ○
　　　　　　　　　　　　　　　寸
家庭一般　　　　　　　　　　　昭和33．1　　　　　　　　　　　　　　．＿．－L ○ 被服生活・計画
　　　　　　　　　　　　　　　1家庭一般　　　　　　　　　　　昭和48．2 ○ ○ ○ 被服の機能
家庭一般　　　　　　　　　　　　　　　2「　昭和56．
　ト
○ ○ ○ 被服の機能、着装
家庭一般　　　　　　　昭和60．2 ○ ○ ○ 被服の機能、衛生、着装
　　　　　　　　　　　　　　一十一’新しい技術・家庭（上、下）　　　｛昭和61．2 ○ ○ 着装
174和洋女子大学紀要　第32集（家政系編）
通して、家政科家政・育児および保健を未分化として扱い、漸次学年が進むにしたがって分
化して、系統的に学ばせるように配慮している。
　家政科被服は被服の意義を明かにし、被服の使命、被服材料、被服の裁縫および編物、被
服整理等を授けるとしている。そして、各学年毎週4時間ずつが組まれ、家政科全体として
は、従来よりも多くの時間が配当されている。これは学問を生活に結びつけて、将来、子供
を養育するときに充分役立つ勉強をしてもらいたいという、非常時下の指導者の願いが込め
られていた。
　昭和20年（1945）8月に、日本はポツダム宣言を受諾し、敗戦のなかから平和国家を目指
して新学制が発足した。ここでは、家政科は家庭科と名称が改められ、家族の在り方を中心
とした家庭科が発足した。
V　ま　と　め
　以上、主として明治以降の裁縫が教科としてどのように取り扱われたかを、政策を中心に
検証した。およそ制度は時代の反映であるが、殊に家庭生活に関わりの深い家庭科が、時々
の思想や生活信条に密接な関係を持って変遷したことは、むしろ当然のことであったかも知
れない。しかし、裁縫が教科名から姿を消すまで、長い歴史のなかでいつの時代にも、女性
の特殊技能として取り扱われてきたことが伺える。
　173ページに掲載した「明治以降刊行の裁縫教科書等の内容分析」は和洋女子大学和裁研究
室ならびに永野順子が所蔵している本の、一部を使用して作成したものである。教科書は教
科の趣旨によって編集されるものであるから、あたりまえと言えば言えなくもない、教科と
しての裁縫の内容を端的に表わしているものとして、興味深いものがある。今回はその内容
量が1行であっても、多量であっても同様に扱っているが、今後、内容分析を緻密に行なう
ことによって、これからの家庭科のなかで取り扱われる裁縫、つまり「被服をぐあいよく調
製する能力」とは何かを検討していきたい。
　〔注〕　本論文で使用した資料
久保田梁山：裁縫教授書（上、下）　内田彌兵衛　1878
渡邊辰五郎：補刻普通裁縫教科書　石川商店　1880
川村渡：小学裁縫教科書（全）　淡路新聞社　1883
東京府立柳北女子高等尋常小学校編纂：小学裁縫科教授法（全）　東京教育社　1890
渡邊辰五郎：裁縫教科書（一、二、三）　私立東京裁縫女学校出版部　1897
家庭科教育における裁縫学習の変遷（伊藤・永野）　175
佐藤小寅：小学裁縫教授書　石塚猪男蔵　1899
谷田部順子：裁縫教科書（上、下）　目黒書店・成美堂書店　1900
今村順子：新編裁縫教科書（上、中、下）　成美堂書店・目黒書店　1911
渡邊滋：実科高等女学校裁縫教科書（一、二、三、四）　私立東京裁縫女学校出版部　1912
今村順子・小谷野千代子合著：高等小学裁縫教本（全）　成美堂書店・目黒書店　1914
共立女子職業学校桜友会裁縫研究部：裁縫新教科書（上、下）　大日本図書株式会社　1918
共立女子職業学校桜友会裁縫研究部：裁縫新教科書メートル法適用（上、下）　大日本図書株式会
社　1918
伊藤英子：裁縫新教科書（一、二、三）　集成堂　1924
成田順：中等教育裁縫教科書（1、II、　III）　大成書院　1926
吉村千鶴：現代裁縫教科書（…、二、三、四）　東京開成館株式会社　1927
木下竹次：最新裁縫教科書（上、下）　目黒書店　1929
文部省：初等科裁縫　東京書籍株式会社　1943
文部省：中等被服（一、二）　中等学校教科書株式会社　1944
文部省：中等被服（一、二、三）　中等学校教科書株式会社　1946
氏家寿子他2名監修：中学職業・家庭科（1、2、3）　株式会社大日本雄弁会講談社　1953年度用
羽仁説子：中学家庭（1、2、3）　実教出版株式会社　1953
日本女子大学家庭科研究会：家庭一般　実教出版株式会社　1958
小池五郎・渡辺ミチ：家庭一般　教育図書株式会社　1973
小池五郎・渡辺ミチ：家庭一般　教育図書株式会社　1981
青木茂他4名監修：家庭一般　中教出版株式会社　1985
馬場信雄・石毛フミ子・林雅子：新しい技術・家庭（上、下）　東京書籍株式会社　1986
文　　献
1）常見育男：家庭科教育史　株式会社光生館　1959　P．286～287
2）永野順子：家政学雑誌　第15巻　第5号　P．361964
3）岐阜縣普通女學校及女子師範學校：岐阜縣女學校規則　1884頃　P．83～84
4）千葉縣師範學校附属小學校研究会：小學校各科教授細目編纂趣意書能勢鼎三　1906
　P．331，P．377
5）文部省：学制百年史　株式会社帝国地方行政学会　1972　P．575
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